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以下の事項は、弊社の一般的な製品の方向性に関する概要を説明するものです。
また、情報提供を唯一の目的とするものであり、いかなる契約にも組み込むことは
できません。以下の事項は、マテリアルやコード、機能を提供することをコミットメン
ト（確約）するものではないため、購買決定を行う際の判断材料になさらないで下さ
い。オラクル製品に関して記載されている機能の開発、リリースおよび時期につい
ては、弊社の裁量により決定されます。

OracleとJavaは、Oracle Corporation 及びその子会社、関連会社の米国及びその他の国における登録商標です。文
中の社名、商品名等は各社の商標または登録商標である場合があります。



Agenda

• マルチコア化とデータベース性能の現状

• DWH向けのデータベース・テクノロジー

• SQLのパラレル実行

• データ圧縮

• パーティショニング

• マテリアライズド・ビュー

• まとめ
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マルチコア化とデータベース性能の現状



マルチコア化
Intel Xeonプロセッサの場合

5年間で17倍の処理性能の向上

【参考】 http://www.intel.com/performance/server/xeon/server_table.htm



マルチコア化とデータベースの性能
Oracle Directのパフォーマンスクリニックの現状

*データ：Oracle Directが直近で実施したパフォーマンスクリニック

http://www.oracle.com/lang/jp/direct/service/pc.html

性能ボトルネックの原因の傾向

 CPU：9%

 ストレージI/O： 43%

非効率なSQL文、索引の設計等 ：48%
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CPUを追加すれば、性能問題は解決？

CPUがボトルネックだったケースは、わずか9%（*弊社統計）

 マルチコアを使いきることができない



ある日の出来事
SIerの先輩から1本の電話が・・・

7

XXシステムからデータを抽出する
バッチ処理のSQLが遅いんだ。
チューニング方法を教えて!!



ある日の出来事
SIerの先輩から1本の電話が・・・
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XXシステムからデータを抽出するバッチ処理のSQLが遅いんだ。
チューニング方法を教えて!!

SQLのパラレル実行って知ってます？高速化するか試してみたらどうですか？

ダメだった、CPUは余っているけど、全然変わらない。。。（※注意）

ストレージI/O性能がボトルネックだと予想されるから、
データ圧縮を使用したら高速化するかも？

なんか、圧縮のコマンドを実行するとエラーがでるんだけど？

本当ですか？もしかして・・・
Oracle Databaseのエディションって、Enterprise Editionではないのですか？

えっ何？エディションって。。。

※注意： 本当の理由は、Standard Editionはパラレル実行が使えないからです。
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【DWH向けのデータベース・テクノロジー】
SQLのパラレル実行

Oracle GRID Center – テクニカル・ホワイト・ペーパー

http://www.oracle.co.jp/solutions/grid_center/nssol/index.html

http://www.oracle.co.jp/solutions/grid_center/nec/index.html

http://www.oracle.co.jp/solutions/grid_center/nssol/index.html
http://www.oracle.co.jp/solutions/grid_center/nec/index.html


DWHにおけるCPUリソースの使用
大量データを集計するようなSQLをシリアル実行した場合

• Standard EditionではSQLをシリアルで実行するため、1つのCPUコアし
か使用しない。その為、CPUコアを追加しても性能向上は期待できない
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Parallel実行によるSQLの高速化
マルチコアの有効活用

• Enterprise EditionのParallel実行を利用することで、
複数CPUコアを活用し、処理の高速化を実現
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Parallel実行によるSQLの高速化
検証結果（レスポンスタイム）
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10X



Parallel実行によるSQLの高速化
検証結果（CPU使用率）
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Time 

Parallel実行の場合でも、
ストレージのI/O性能がボトルネックとなり、
CPUリソースを使い切れていない



In-Memory Parallel Execution
マルチコア性能のフル活用による更なるSQLの高速化

• 物理メモリ上にキャッシュされたデータに対するParallel実行により、
ストレージの性能限界を排除した高速処理を実現
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In-Memory Parallel Executionの効果
検証結果（レスポンスタイム）
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In-Memory Parallel Executionの効果
検証結果（CPU使用率）
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Time 

ストレージのボトルネックが解消することで、搭
載されているCPUコアのフル活用が可能となり
SQLの高速化を実現



バッチ&DWH処理の高速化ソリューション
マルチコアCPUの処理能力を最大限に活用
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自動パラレル度設定
アプリケーションから透過的に使用可能

• Oracle Database 11g Release 2~の新たなパラレル度設定の方法

 各SQLの最適なパラレル度を自動的に設定

 H/Wリソースの有効活用を実現

• パラレル度設定に関する負担を大幅に軽減

• 初期化パラメータの設定

• PARALLEL_DEGREE_POLICY

• IO Calibrate statisticsの収集

• DBMS_RESOURCE_MANAGER.CALIBRATE_IOプロシージャの実行

• アプリケーション側での設定は不要

• 従来は、DBAが個別に最適なパラレル度を分析/設定する必要有り
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自動パラレル度設定
設定方法

• PARALLEL_DEGREE_POLICY

• 「LIMITED」もしくは「AUTO」に設定（デフォルト「MANUAL」）

• alter system文、alter session文での動的変更が可能
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alter system set parallel_degree_policy=AUTO scope=both;

alter session set parallel_degree_policy=AUTO;

MANUAL LIMITED AUTO

自動パラレル度設定 × ○ ○

In-Memory Parallel実行 × × ○

Parallel Statementキューイング × × ○



自動パラレル度設定
パラレル実行となるSQLの基準

• PARALLEL_MIN_TIME_THRESHOLD初期化パラメータ

• このパラメータで設定されている値（単位：秒）以上の時間がシリアル実行で必
要と判断された場合、自動パラレル実行の対象

• デフォルト値：AUTO （10秒）

• alter system文、alter session文での動的変更が可能
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alter system set parallel_min_time_threshold=20 scope=both;

alter session set parallel_min_time_threshold=20;



といっても、実際にSQLがパラレル実行されているかわからない。。。

そんな時は、EMのSQL Monitoring

• 「パフォーマンス」タブ  「SQL監視」
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オラクルのシステム管理ソリューション
Oracle Enterprise Manager

• システムライフサイクル全体の効率化
• プロアクティブな監視

• 深い診断と問題解決へのアドバイス

• オペレーションの自動化による効率化

• コンフィギュレーションの一元管理

• サービスレベル管理

• 仮想化環境への対応
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Oracle Enterprise Managerによる統合管理
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Oracle Enterprise Manager

統合管理
・単一のUI

・監視ダッシュボード
・レポート（性能、セキュリティ等）
・ジョブ

アプリケーションの管理
・Javaアプリケーション詳細分析
・EBS パッチ管理
・Siebel性能ボトルネック分析
・構成管理
・ユーザー視点での性能監視

ミドルウェアの管理
・監視（可用性、リソース、性能）
・JVM の詳細分析
・SOA環境の可視化
・構成管理

データベースの管理
・管理（バックアップ、領域追加など）
・監視（可用性、性能、リソース）
・分析、アドバイス、チューニング
・パッチ適用
・構成管理、オブジェクト管理
・機密情報のマスキング

その他の管理
・OS(Unix/Windows/Linux)の監視
・ストレージ(NetApp/EMC)の監視
・構成管理

…

アプリケーション

データベース

OS、ハードウェア、ストレージ

ミドルウェア

Java
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【DWH向けのデータベース・テクノロジー】
データ圧縮



大量データ読込みの高速化
ディスクI/O性能のボトルネックの解消

• Oracle Databaseの圧縮機能は、H/Wリソースを有効活用

• データ量を大幅に縮小可能

• サーバー側でデータを展開する仕組み

 ストレージI/O性能のボトルネックを解消し性能向上
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非圧縮 Oracleの圧縮機能

ボトルネック



データ圧縮の効果
検証結果（レスポンスタイム）

• データ圧縮による検索性能の向上を確認

• 圧縮率の高い表に対する処理の性能向上幅が高い傾向
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comparison of query execution time between no compress & compress 1RAID group

q1 q2 q3 q4 q5 q6 q7 q8 q9 q10 q11 q12 q13 q14 q15 q16 q17 q18

no compress compress

各クエリの
実行時間

【参考】 http://primeserver.fujitsu.com/sparcenterprise/documents/data/pdf/fj-gc-spe-dwh-1.2.pdf



Advanced Compression Option
圧縮機能一覧

• 最大限のリソース活用とコスト削減を支援する包括的な圧縮
機能（Oracle Database11g～）
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1．格納データの圧縮

・Data GuardのREDO転送

・OLTP圧縮
・非構造化データ
（SecureFiles）
の圧縮・重複除外

・Data Pumpの圧縮
・RMANの高速圧縮

3．通信データの圧縮

2．バックアップの圧縮
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Advanced Compression Option
OLTP圧縮と従来の表圧縮

• データブロックの単位で重複データを除外するOracle独自のアルゴリズム

• アプリケーション層へは、非圧縮時と同じ元のデータを提供

• アプリケーション側の設定変更は不要

• 従来の表圧縮

• Oracle Database 9i R2~ （Enterprise Editionの標準機能）

• データ挿入時、ダイレクト・ロード時のみにデータ圧縮を行う

 DWHへのETLバッチ処理などで利用

• Advanced CompressionのOLTP圧縮

• Oracle Database 11g R1~（EE+Advanced Compression Option）

• どのようなデータ・ロードでも圧縮対象

 リアルタイムDWHを実現する際にも圧縮が可能
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圧縮表の作成方法
Oracle Database 11g Release 2 以降

• 表領域レベル/表レベル/パーティションレベルでの設定が可能

• 表領域レベル

• 表レベル

非圧縮を明示的に指定する場合は、「NOCOMPRESS」

• Oracle Database 11g R1の表記方法は非推奨

• COMPRESS FOR ALL OPERATIONS => COMPRESS FOR OLTP

• COMPRESS FOR DIRECT_LOAD OPERATIONS 

=> COMPRESS または、 COMPRESS BASIC
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create table TableName (column1,column2,..) 
COMPRESS FOR OLTP;

create tablespace TablespaceName datafile '........'
default COMPRESS FOR OLTP;



圧縮表の作成方法
Oracle Database 11g Release 2 以降

• パーティションレベル

• 表全体/親パーティション/サブ・パーティションの単位で設定可能

• 例えば、表全体の設定は「圧縮」にし、特定のパーティションだけ「非圧縮」に設
定する場合は、
表全体で「COMPRESS FOR OLTP」
特定の親パーティションで「NOCOMPRESS」
を指定する
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create table TableName (column1,column2,…) ★
partition by PartitionType (columnM)
subpartition by PartitionType (columnN)
(partition Partition1 values less than (value1) ★
(subpartition SubPartition1 values (value1-1) ★,
subpartition SubPartition2 values (value1-2) ),

partition Partition2… ));

表全体

親パーティション

サブパーティション

優
先
順
位

高

低



圧縮表への変更方法
alter table文と表のオンライン再定義

• 既存表を圧縮属性に変更する方法は主に3種類

1.既存レコードは非圧縮のままで、新規レコードから圧縮する場合

2.新規レコードだけではなく、既存レコードも圧縮する場合

• ただし、このSQL終了後、索引のRebuildが必要となる

• 一定期間の運用後、既に圧縮済みの表の圧縮効率を高める為に、
再圧縮のオペレーションとしても利用可能

3.表のオンライン再定義を使用

• システム無停止で、既存レコードも圧縮可能
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alter table TableName COMPRESS FOR OLTP;

alter table TableName
MOVE COMPRESS FOR OLTP;



圧縮表への変更方法
表のオンライン再定義のサンプル
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BEGIN

DBMS_REDEFINITION.CAN_REDEF_TABLE('SH','SALES',DBMS_REDEFINITION.CONS_USE_PK);

END;

/

create table SALES_TMP compress for oltp as select * from SALES where 1=2;

alter table SALES_TMP add primary key(col1);

BEGIN

DBMS_REDEFINITION.START_REDEF_TABLE(

uname => 'SH', orig_table => 'SALES', int_table => 'SALES_TMP',

col_mapping => NULL, options_flag => DBMS_REDEFINITION.CONS_USE_PK);

END;

/

BEGIN

DBMS_REDEFINITION.SYNC_INTERIM_TABLE('SH','SALES', 'SALES2');

END;

/

-- このタイミングで必要に応じて、SALES_TMP側に索引を作成（その後、再度SYNC_INTERIM_TABLEの実行を推奨）

BEGIN

DBMS_REDEFINITION.FINISH_REDEF_TABLE('SH','SALES', 'SALES2');

END;

/

drop table SALES_TMP;



Advanced Compression Advisor
Oracle Database 11g Relase 2 以降

• DBMS_COMPRESSION パッケージ

• DBA権限所有ユーザーでのみ実行可能

• GET_COMPRESSION_RATIO プロシージャ

• 事前に圧縮効果を測定するプロシージャ

• プロシージャ内部で、実際に圧縮表と非圧縮表を作成

• Enterprise Editionでのみ使用可能

• GET_COMPRESSION_TYPE ファンクション

• 指定したブロックの圧縮方法を確認できるファンクション
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GET_COMPRESSION_RATIO プロシージャ
構文
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DBMS_COMPRESSION.GET_COMPRESSION_RATIO (

SCRATCHTBSNAME     VARCHAR2         IN

OWNNAME            VARCHAR2         IN

TABNAME            VARCHAR2         IN

PARTNAME           VARCHAR2         IN

COMPTYPE           NUMBER           IN

BLKCNT_CMP         BINARY_INTEGER   OUT

BLKCNT_UNCMP       BINARY_INTEGER   OUT

ROW_CMP            BINARY_INTEGER   OUT

ROW_UNCMP          BINARY_INTEGER   OUT

CMP_RATIO          NUMBER           OUT

COMPTYPE_STR       VARCHAR2         OUT);

パーティションを限定する場
合は、partnameにパーティ
ション名を設定

見積もる圧縮タイプを設定

 非圧縮  1

 OLTP表圧縮  2



GET_COMPRESSION_RATIO プロシージャ
構文
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set serveroutput on

declare

SCRATCHTBSNAME                 VARCHAR2(30)  :='USERS';

OWNNAME                        VARCHAR2(30)  :='SH';

TABNAME                        VARCHAR2(30)  :='SALES';

PARTNAME                       VARCHAR2(30)  :='SALES_Q3_2001';

COMPTYPE_FLG                   NUMBER        :=2;

SAMPLE_BLKCNT_CMP              BINARY_INTEGER;

SAMPLE_BLKCNT_UNCMP            BINARY_INTEGER;

SAMPLE_ROWNUM_PER_BLK_CMP      BINARY_INTEGER;

SAMPLE_ROWNUM_PER_BLK_UNCMP    BINARY_INTEGER;

CMP_RATIO                      NUMBER;

COMPTYPE_STR                   VARCHAR2(100);

begin

DBMS_COMPRESSION.GET_COMPRESSION_RATIO

(SCRATCHTBSNAME,OWNNAME,TABNAME,PARTNAME,COMPTYPE_FLG,

SAMPLE_BLKCNT_CMP,SAMPLE_BLKCNT_UNCMP,SAMPLE_ROWNUM_PER_BLK_CMP,

SAMPLE_ROWNUM_PER_BLK_UNCMP,CMP_RATIO,COMPTYPE_STR);

dbms_output.put_line('--------------------------------------------------------');

dbms_output.put_line('OBJECT_NAME    => '|| OWNNAME ||'.'|| TABNAME || ' (PARTITION='|| PARTNAME ||')');

dbms_output.put_line('COMPRESS_RATIO => '|| CMP_RATIO);

dbms_output.put_line('--------------------------------------------------------');

dbms_output.put_line('COMPRESSED_TYPE                  = '||COMPTYPE_STR);

dbms_output.put_line('SAMPLE_UNCOMPRESSED_BLOCKS       = '||SAMPLE_BLKCNT_UNCMP);

dbms_output.put_line('SAMPLE_COMPRESSED_BLOCKS         = '||SAMPLE_BLKCNT_CMP);

dbms_output.put_line('SAMPLE_UNCOMPRESSED_ROWS_PER_BLK = '||SAMPLE_ROWNUM_PER_BLK_UNCMP);

dbms_output.put_line('SAMPLE_COMPRESSED_ROWS_PER_BLK   = '||SAMPLE_ROWNUM_PER_BLK_CMP);

end;

/



GET_COMPRESSION_RATIO プロシージャ
実行結果

• SH.SALESテーブルのSALES_Q3_2001パーティションに対して、OLTP表圧縮を
適用した場合、約2.6倍圧縮される見込みであることを確認

• 約2.6倍圧縮  データ量が約38%（=100/2.6）まで縮小

• SAMPLE_UNCOMPRESSED_BLOCKS : サンプリングしたブロック数

• SAMPLE_COMPRESSED_BLOCKS : サンプリングしたブロック数を圧縮後のブロック数

• SAMPLE_UNCOMPRESSED_ROWS_PER_BLK : サンプリングした1ブロックあたりの行数

• SAMPLE_COMPRESSED_BLOCKS : サンプリングデータを圧縮後の1ブロックあたりの行数
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--------------------------------------------------------

OBJECT_NAME    => SH.SALES (PARTITION=SALES_Q3_2001)

COMPRESS_RATIO => 2.6

--------------------------------------------------------

COMPRESSED_TYPE                  = "Compress For OLTP"

SAMPLE_UNCOMPRESSED_BLOCKS       = 318

SAMPLE_COMPRESSED_BLOCKS         = 123

SAMPLE_UNCOMPRESSED_ROWS_PER_BLK = 206

SAMPLE_COMPRESSED_ROWS_PER_BLK   = 535



OLTP表圧縮
Oracle Advanced Compression Advisor (9i R2 ~11g R1)

• アップグレード前に、DBMS_COMPRESSIONパッケージを使用して、
どの程度圧縮されるのかを見積もることが可能

• 以下のサイトから、Create package文をダウンロード+適用

• 注意：Enterprise Editionのみに対応
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http://www.oracle.com/technology/products/database

/compression/compression-advisor.html

ダウンロード



OLTP表圧縮
Oracle Advanced Compression Advisor (9i R2 ~11g R1)

• 実行例

• プロシージャ内部で、実際に圧縮表と非圧縮表を作成して各セグメントのサイ
ズを比較する為

• Enterprise Editionでしか使用できない

• 既に圧縮済みの表に対して実行することで、圧縮の効果の確認も可能
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SQL>  set serveroutput on

SQL>  exec DBMS_COMPRESSION.getratio('SH','SALES','OLTP',10);

Sampling table: SH.SALES

Sampling percentage: 10%

Compression Type: OLTP 

Expected Compression ratio with Advanced Compression Option: 2.96



といっても、実際にSQLがストレージI/Oボトルネックかわからない。。。

そんな時は、EMのSQL Monitoring

• 「スキーマ」タブ  「表」
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【DWH向けのデータベース・テクノロジー】
パーティショニング



データ量増大により発生する課題
検索パフォーマンスの劣化

• データ量が増大することにより、パフォーマンス問題が顕著になる傾向
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SELECT SELECT

結果 結果

売上表 売上表



パーティショニング
表を分割して管理

• 設定したルールに従って、大きな表を内部的に分割して管理

• パフォーマンスの向上、運用管理工数の削減

• アプリケーションから透過的に使用可能

• 例えば、売上表を期間に応じてパーティション化した場合
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2007年 1～3月

(orderdate)

2007年 4～6月

(orderdate)

2007年 7～9月

(orderdate)

2007年 10～12月

(orderdate)

売上表



Q1

(sales_date)

Q2

(sales_date)

Q3

(sales_date)

Q4

(sales_date)

売上表

パーティショニング
パーティション・プルーニング（読込み対象データの限定）
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SELECT

結果

オプティマイザ

SELECT area, period, avg(sales_rev) …
FROM  sales_history

WHERE sales_date between 10 and 12
GROUP BY area, period …

今期（Q4）の売上
の平均値を見たい



パーティション・プルーニングの効果
検証結果（レスポンスタイム）

• 7年間分のデータを保持する表
を1ヶ月単位でパーティション化

• 読込み対象データが限定される
ことで、大幅な性能向上を確認

• 1ヶ月分の検索：63倍高速化

• 1年分の検索：9倍高速化
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63X

9X

【参考】 http://www.oracle.com/technology/global/jp/tech/grid/doc/Oracle_DB_ILM_WhitePaperV1.51_ja.pdf



パーティションの種類

• 基本パーティション

 レンジ・パーティション： 値の範囲でデータを分割

 リスト・パーティション： 値の集合（種類）でデータを分割

 ハッシュ・パーティション： 値のHASH値でデータを均等に分割

• 組み合わせパーティション（コンポジット・パーティション）
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サブ

レンジ リスト ハッシュ

メ
イ
ン

レンジ 11g R1 9i R2 8i

リスト 11g R1 11g R1 11g R1



パーティションとパラレル実行
ハッシュ・パーティションのメリット
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レンジ、リストパーティション P
a

rtitio
n

 S
iz

e

データによっては、
各パーティションサイズが均等ではない

ハッシュパーティション

P
a

rtitio
n

 S
iz

e

各パーティションサイズがほぼ均等になり、

パーティション毎のI/Oバランスの調整が可能

パラレル
プロセス

パラレル
プロセス

パラレル
プロセス

パラレル
プロセス

各パラレルプロセスの処理量が均一化され、
最適化されたパラレル実行が可能

P1 P2 P3 P4

P1 P2 P3 P4



といっても、実際にどの表をどの種類でパーティション化すれば。。。

そんな時は、EMのパーティション・アドバイザ

• ワークロード(システムで実行されるSQL文)を解析し、適切なパーティショ
ン構成を推奨する機能

Copyright © 2010, Oracle. All rights reserved.
47

ワークロードを指して
アドバイザを実行

性能向上のための、
パーティション構成がアドバイスされる
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【DWH向けのデータベース・テクノロジー】
マテリアライズド・ビュー



マテリアライズド・ビュー
概要

• SQL実行の度に、大量データの集計や結合を実施するのは効率が悪い

• H/Wリソースの無駄な消費、検索性能の劣化、…

• マテリアライズド・ビューを使用して、集計や結合を事前に実行した結果サマリ
ーを保持しておけば解決！！
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処理に時間がかかる結合処理や集計

集計済みのMVIEWを参照

高速！

遅い・・

売上集計
MVIEW



マテリアライズド・ビュー
アプリケーションから透過的に使用可能

• クエリー・リライト

• アプリケーション側で実装されている実表に対するSQLを書き直す必要なく、
自動的にマテリアライズド・ビューを使用する機能
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クエリー・リライト

SELECT  ～

FROM 売上、製品、支店、時間

WHERE ～

オプティマイザ

SELECT  ～

FROM 売上集計

WHERE ～

売上集計
MVIEW



マテリアライズド・ビュー
リアルタイムDWHへの対応

• マテリアライズド・ビューは元表の変更（データロードなど）を反映させるた
めにリフレッシュを行う必要

• マテリアライズド・ビュー作成時に設定可能なリフレッシュ・モード

• ON DEMAND：手動

• DBMS_MVIEWパッケージのプロシージャを用いた手動リフレッシュ

• ON COMMIT：自動

• コミット時に自動リフレッシュ
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リフレッシュ・オプション 説明

Complete（Always） MVデータを全て再計算

Fast 高速リフレッシュ、差分のみ適用

Force 高速リフレッシュ、できなければ再計算

Never リフレッシュしない



マテリアライズド・ビュー
高速リフレッシュ

• 実表に発生した更新データのみ（差分）の適用で高速にリフレッシュ

• リフレッシュ（同期）の時間は元表のサイズではなく、変更データ量に依存

• 変更情報を管理する為、マテリアライズド・ビュー・ログの作成が必要
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実表
マテリアライズド・ビュー

INSERT

UPDATE・
DELETE

マテリアライズド・ビューログ



キューブ・マテリアライズド・ビュー
Oracle Database 11g～

• Oracle OLAPキューブをマテリアライズド・ビューとして利用可能

• 全ての組み合わせが事前集計済み

• 通常のSQLアクセスがオプティマイザによりクエリー・リライト

• 高速リフレッシュ可能

• 管理対象削減、Disk容量削減 => 大幅なコスト削減
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クエリー・リライト

オプティマイザ

アプリケーションの改変なく、
多次元データベースの集計データを

自動的に参照することで

大幅なパフォーマンス向上が可能

元表に対する
SQLクエリ

事前集計
OLAP キューブ

自動リフレッシュ



マテリアライズド・ビュー
作成例

• 高速リフレッシュ、クエリー・リライトを有効に設定した例
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CREATE MATERIALIZED VIEW product_sales_mv

BUILD IMMEDIATE

REFRESH FAST

ENABLE QUERY REWRITE

AS SELECT p.prod_name,  SUM(s.amount_sold) AS dollar_sales,

COUNT(*) AS cnt,  COUNT(s.amount_sold) AS cnt_amt

FROM     sales  s,  products  p

WHERE  s.prod_id =  p.prod_id

GROUP BY  p.prod_name;

オプション

–作成タイミングの指定

BUILD DEFERRED：Completeリフレッシュまでデータ投入されない

BUILD IMMEDIATE（デフォルト値）：作成と同時にデータ投入

–リフレッシュ・オプションの指定

REFRESH FAST ON COMMITなど

–クエリ・リライトの有効化

 ENABLE QUERY REWRITEを指定



といっても、実際にどのようなMViewを作成すれば良いかわからない。。。

そんな時は、EMのSQL Access Advisor
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Oracle GRID Center - DeMo
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Oracle GRID Center - DeMo
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DB Server

(1 node spec)

DELL PowerEdge R710

CPU: Intel Xeon E5540(4 Core) x 2

Memory: 36GB

Storage
EMC CX4-240

HDD: FC 15krpm 146GB x 10

1. 自動パラレル度設定による検索性能の向上

2. Enterprise Managerによるマテリアライズド・ビューのアドバイス
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本セッションのマトメ



まとめ
DWHの性能向上を実現するデータベース・テクノロジー

• SQLの自動パラレル度設定

• H/Wリソースを効果的に活用した性能向上

• SQL Monitoringによるパラレル実行の確認

• データ圧縮

• ストレージI/Oボトルネックの改善による性能向上

• Compression Advisorによる圧縮率の事前見積もり

• パーティショニング

• アクセス・データを限定することによる性能向上

• Partitioning Advisorによるワークロードに最適なパーティション化

• マテリアライズド・ビュー

• 事前に集計・結合済みデータを保持することによる性能向上

• SQL Access Advisorによるワークロードに最適なマテリアライズド・ビューの作成
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上位アプリケーションに透過的
Enterprise Managerで容易に最適設定
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